
　「国際社会で活躍できるエンジニアの育成」を掲げ、学生の英語力と学習意欲の向上を目指し、独
自のプログラムや施策を実践する鈴鹿工業高等専門学校（以下、鈴鹿高専）。2020年に続き、技術
英語能力検定（以下、技術英検）の文部科学大臣団体賞を２年連続で受賞（旧・工業英語検定を含め
て４回目）するなど、学生の英語力は全国の高等専門学校の中でも高いレベルに位置しています。
　教育方針や学習法、そして技術英検への取り組みなどについて、外国語教室の３名の先生からお話
しをうかがいました。

り、国際交流や外部評価としての
検定受験の推進を含め、英語教育
にいっそう注力し始めたという経
緯があります」
　外国語教室では、「国際社会で
活躍できるエンジニアの育成」とい
う教育方針の達成に向けた独自の
英語教育のグランドデザインを策
定しています（P.４ 図  参照）。

低学年で伸び悩む学生を
救済するための
「学習到達度別授業」

　鈴鹿高専の英語導入教育で特筆
すべき点として、入学直後から
「学習到達度別授業」を実施して

いることが挙げられます。
　「基礎力の養成」（１年生）で
は、鈴鹿高専にある５つの専門学
科の垣根を取り払い、プレースメ
ントテストの成績を基に５分割し
た学習到達度別クラスを編成し、
横並びの授業を実施する方針を採
用。学習到達度別授業は３、４年
生でも導入されています。
　「基礎力の定着」（２年生）と
「実践的英語力の育成」（３年
生）では、ネイティブ講師が指導
に加わり、オーラルコミュニケー
ション力やプレゼンテーション力
の向上に主眼を置いた授業が行わ
れています。特に３年生の授業で
は、１学科を英語運用能力に応じ
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高専創設時の使命を
保持しつつ時代の要請に
応えた教育方針

　３年生を担当する林浩士先生
（以下、林先生）は、鈴鹿高専の
教育方針について、次のように説
明してくれました。
　「元来、高等専門学校には、『実
践的技術者の育成』という、創設当
初からの使命があります。昨今の
グローバル化を考えた際、海外で
通用する人材を育むうえで、英語
教育に力を入れるのは、ある種の
必然だといえるでしょう。
　当校の場合、1985年頃から、英
語教員出身だった校長の主導によ
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た４つのグループに分け、それぞ
れにネイティブ講師を配置した少
人数英語教育を実践しています。
　４年生では、大学編入学試験
や企業への就職を視野に入れた
「TOEIC形式問題演習を通した学
習」を、３つのクラス（レベル）
に分けて行います。　
　５年生では各専任教員のバック
グラウンドを生かした「教養とし
ての発展英語」を学びます。
　高専本科５年修了後の専攻科
（２年制）では、「実用と教養の
英語」として、担当するネイティ
ブ専任教員を中心に複数のネイ
ティブ講師とともに、より少数の
グループ分けを行い、授業を行っ
ています。この授業の目的は国際
学会での発表にも耐えられるよう
な、より実践的な英語プレゼン
テーション能力を身に付けること
です。４、５年生にはない英語指
導にあたっています。
　「かつては、４年生の時点で、
TOEICスコアが思うように伸びな
い学生が多くいました。このような、
『成績が伸び悩む学生』をいかに
救済すべきかが、外国語教室にとっ
ては長年の課題でもありました。
　そこで、2006年から３年生を対

象に『理解のスピードに合わせた
授業』を導入し、2017年には第１
学年へと拡大。そこから現在に
至っています。
　『学習到達度別授業』では、
様々なスキルや能力の向上を目指
した授業が学年ごとに行われてい
ます。これは、最終的に学校を卒
業した後の海外留学を含めたキャ
リアパスとしての実践的な英語力
を身に付けることを意図したもの
です」と語るのは、１年生の学年
主任を担当する日下隆司先生（以
下、日下先生）。
　さらに「学習到達度別授業」の
他、鈴鹿高専の英語教育を支える
もう一つの柱となる「グローバル
エンジニアプログラム」では、
卒業後の海外留学を意識した、
「TOEFL対策授業」（５年生）
など、大学でも行われることが稀
な、珍しいカリキュラムを設けて
います。
　高専全体の教育方針である、
MCC（モデル・コア・カリキュ
ラム）に準拠しながらも、独自の

プログラムを実践する鈴鹿高専の
一連の取り組みは、他の高専から
注目を集めており、話しを求めら
れることがよくあるようです。

学生同士の「学び合い」

　鈴鹿高専が学習法として力を入
れているもう一つの点が、学生同
士の「学び合い」です。
　「優秀な学生が、学習の進捗が
遅い学生に対して説明し、教える
ことによって、自身の理解度を確
かめる機会にもなるため、相乗効
果が期待できます」（林先生）
　「英語ができない学生には『人
に質問できない』という特徴が見
受けられますが、近しい能力の学
生同士であれば、質問しやすい環
境が生まれるため、理解や知識の
定着は良くなっていると実感して
います。ただし、間違った答えの
ままで学習が進んでいかないよ
う、学生に対しては、その都度私
が個別に指導する授業形式をとっ
ています」（日下先生）
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「技術英検」の合格に
向けた取り組み

　鈴鹿高専では１年生の後期か
ら、10回に分けた小テスト（単語
テスト）を毎週実施しています。
「技術英検３級の出題範囲とな
る、500の例文を50ずつに分け、
それらに含まれる語彙についてテ
ストを行い、出題範囲も示してい
ます。試験対策だけではなく、授
業の課題点としても評価されるた
め、学生は熱心に取り組んでくれ
ています。仮に小テストで良い点
が獲れなくても、『本番の検定試
験で頑張ろう』というモチベー
ションとしても機能してくれてい
ます」（日下先生）

国際社会で活躍できる
エンジニアの「輩出」を
目指して

　最後に、外国語教室の今後の展
望について、国際交流室長を兼務
する日下先生にお聞きしました。
　「学生が日常的に英語に触れる
機会を増やすべく、海外の研究機
関との新規の学術交流協定の締結
を含めて、海外の協定校からの留
学生を受け入れる体制づくりを学
校全体で進めています。
　海外留学生との共同研究などの
経験をとおして、技術英語の必要
性を改めて実感してもらえる機会
になればと考えています。
　一方で、プレゼンテーション能
力や海外の学術論文を読みこなす
ための英語力など、まだまだ課題
はありますので、学生の英語力の
底上げに向けて、今後も教員一同
尽力していきます」

　商業高校から鈴鹿高専へ赴任し
て４年目の古野百合先生（以下、
古野先生）は、文法学習の重要性
について次のように述べました。
　「低学年の段階から、中学生で
は系統的に教えられていない文法
学習に力を入れていることが、当
校の英語力の土台になっていると
感じています。
　一般英語、技術英語を問わず、
文法構造をしっかりと理解してい
ることは、進学や検定試験で高い
スコアを獲れるという意味でも、
学生にとって大きなメリットであ
ると言えるでしょう」

学びのモチベーションを
高めるための単位認定

　鈴鹿高専では、旧・工業英検を
文科省認定試験となった1992年か
ら導入しており、現在は専門科目
において技術英検２級（旧・工業
英検３級）以上を単位認定してい
ます。
　「単位認定は、学生にとっては
技術英検にチャレンジする高いモ
チベーションになっていると感じ
ています。大学の編入学試験を
受ける際、プロフェッショナル
（旧・工業英検１級）を受験する
学生もいました」（日下先生）。
　しかし、必ずしもすべての学生
のモチベーションが高いというわ
けではないようです。
　「１年生の中には『なぜ、技術
英検を受験しなくてはならないの
か？』と、素朴に聞いてくる学生
もいますので、その都度、教員が
工学系の高専にあってしっかりと
技術英語を学ぶ必要性を説明し、
背中を押してあげています」（古
野先生）

教育方針を裏付けるために
導入した外部評価

　教育方針が適正に機能している
か、そして、学生の能力向上の進
捗状況を測ることを目的として、
鈴鹿高専では学年ごとに検定試験
の受験を義務化しています。
　「１年生は技術的な英語を習
得させるため、技術英検３級
（旧・工業英検４級）、２年
はGTECの「Basic」、３年生は
「Advanced」、４年生と専攻科
１年生では、TOEICの団体受験
（IP）を義務付けています」（日
下先生）。

技術英語の位置付け

　２年生終了時には検定教科書を
使用した高校での教育課程をほぼ
終了する鈴鹿高専。３年生以上
からは、より技術に特化した授
業を進めるべく、『英語特講I・
II』（３年生）では『Fundamental 
Science in English I』（成美堂）、
『英語V- D』（５年生）では
『Fundamental Science in English 
II』（成美堂）など、これまで高
専生が日本語では既に習ってきた
数学、物理、化学などの内容を、
改めて英語で表現できるような文
章やエクササイズが掲載されたテ
キストを使用しています。
「技術英語は文構造的にも単純
で明確に伝わりやすいことが特徴
です。学生自身の英語学習に関す
る目的意識を高めるうえでも有効
であると考えています。
　また、学生は１年生で技術英検
を受験しているので、継続して技
術英語に目を向けてほしいところ
でもあります」（林先生）
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図 鈴鹿高専における英語教育のグランドデザイン
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